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それは遠い過去からのメッセージ。

熊本市立熊本博物館
伝左山古墳から出土した甲

よろい
冑
かぶと

（短
たん

甲
こう

・脛
すね

当
あ

て）と貝
かい

釧
くしろ

（貝の腕輪）は昨年 12 月にリ
ニューアルオープンした熊本博物館で常設
展示中です。さらに、岱明町開田にかつて
存在した前方後円墳「院

いん
塚
づか

古墳」の舟形石
棺出土の銅鏡や、繁根木の第１保育所前に
あった箱式石棺（繁根木古墳）出土の銅鏡
も展示されています。

伝左山古墳の出土
品が

　展示されていま
す !

場所　熊本市中央区古京町３－２（熊本城北西側）
開館時間　午前９時～午後５時（入場は午後４時半まで）
休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　    12 月 29 日～１月３日
入場料金　大人：400 円、高・大生：300 円、
　　　　　中学生以下：200 円

過去の企画展のポスター。遺体が
納められていた古墳内部の石室
は、先進的な構造で壁面は真っ赤
に塗られている。石室、石棺とも
に埋め戻されており、現地での見
学はできません。

ガラスや碧玉製の首飾り
（歴史博物館こころピア蔵）

金の耳飾り
（東京国立博物館蔵）

大刀と朝鮮半島製の素環頭大刀
（歴史博物館こころピア蔵）

明治時代に出土した伝左山古墳の副葬品は、熊本城保存顕
彰会や熊本大学の所蔵となり、その後熊本博物館に寄託さ
れて現在にいたっています。
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ら
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も
の
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・
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鉄製のよろい（鋲留短甲）
（熊本博物館蔵）

※副葬品の写真や古墳の概要をまとめた『伝左山古墳出土品図録』を歴史博物館こころピア（☎ 74・3989）で販売中。


